
小水力発電と交通網の拡充による持続可能な黒部まちづくり構想 
～豊かな水資源の恩恵を多くの市民にもたらすまちを目指して～ 

黒部市の豊富な水資源を活用したエネルギー事業化とこれを足掛かりに様々なまちづくり事業をマネジメントする推進体を設立
し、地域資源の恩恵を市民に還元する3本のリーディングプロジェクト(LP)を立ち上げ、市内の先行取組やメンバーを一体化して
産学官の「オール黒部」で推進していく。欧州各地に定着している地域事業体「シュタットベルケ」 を参考に、こうした複合的な事
業間で収益を最適配分して持続的な地域サービスを提供する「黒部版シュタットベルケ」の設立を目指す。 

代表提案者 川端鐵工株式会社 

協同提案者 ジオエナジー株式会社、株式会社アイル、日本アジアグループ株式会社、黒部市 
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LP共通 
「黒部版シュタットベルケ」の設立 

代表提案者 
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（人流の活性化と低炭素化の両立） 

EVバスネットワークの整備 

（快適な住まいと低炭素化の両立） 

パッシブタウンの地域展開 

（基幹産業の振興と低炭素化の両立） 

農業用EV軽トラックの導入 
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連携 

小/マイクロ水力発電設備の製造 
地中熱利用設備のエンジニアリング 

モビリティ（EVバス、EV軽トラック） 
の製造あるいは製造委託   

各ＬＰの推進・調整 
（業務委託、協業）  

エネルギー供給事業の運営 

市営小水力発電所の運営を移管 

市で検討している公共交通の
官民共同運行の推進を移管 

• 協同提案者：ｼﾞｵｴﾅｼﾞｰ（地元企業）,ｱｲﾙ（地元企業）,日本ｱｼﾞｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 
• YKK, その他多分野の地元企業 
• 富山国際大学 

協力 

黒部市の先行取組 
既存鉄道

（富山地鉄）
新幹線新駅

市内2級河川・農業用水路にマイクロ水力発電設備を設置→モビリティへの給電
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パッシブタウン
共用部へのエネルギー供給

市内2級河川・農業用水路に順次マイクロ水力発電設備を設置

市内施設等共用部への
エネルギー供給の拡大

地中熱利用設備の設置検討→パイロット実証→本格展開
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市内2級河川・農業用水路：マイクロ水力発電サイトを複数設置
→EV軽トラックへの給電

農作業中・夜間等の
時間帯を用いて
近隣のサイトから充電

EV軽トラック
試験製造
（少数台）

モニター
農家を

対象とした
パイロット
事業

有効性検証

輸送機器
メーカー
協力依頼

EV軽トラック
大量製造

市内本格展開
 既存農家への
拡充

 新規就農推進

第1ステップ 第2ステップ
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ﾚﾝﾀﾙ/ﾘｰｽ
農家

多様な提供手段を整備


